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 本書は、映画を愛した小説家、谷崎潤

一郎（1886～1965）が執筆した映画小

説や脚本等について論じたものである。 

 西洋で誕生した映画は明治後期の日

本に輸入され、大衆娯楽として普及して

いった。早くから映画に親しんでいた谷

崎は、映画は新たな芸術・メディアとして

有意義なものになると論じ、小説にも題

材として取り入れた。１９２０年には大正

活映の顧問となって脚本を執筆し、ロケ

撮影に参加するなど制作にも携わっ

た。大正活映を１年半ほどで離れた後も

映画に関する小説や批評を発表する

が、徐々に関心を失っていく。そこで筆

者は、なぜ谷崎は映画に強く惹かれ、

離れていったのか、という問いを立てて研究を行ってきた。 

 本書ではまず、戦前における谷崎と映画の関わりについて概説し、作品

としては ①映画化は実現できなかったが、新たな表現方法を提示した小

説・脚本――「人面疽」（1918）、「月の囁き」（1921） ②映画女優に対する

監督や観客の欲望を描いた小説――「肉塊」（1923）、「青塚氏の話」

（1926） ③映画を主題としないが、その在り方を考えるのに示唆的な小説

――「魔術師」（1917）、「アヹ・マリア」（1923）、「春琴抄」（1933） を取り上

げ、各テーマに沿って論じた。研究方法としては、映画関連資料（映像や

雑誌記事など）を中心とした同時代言説と照らし合わせながら作品を解釈

する実証的なアプローチを通して、映画という存在そのものに対する谷崎

の思考を跡付けた。 

 本書は主に、谷崎がいかに映画を語ったかという観点から考察を進め

てきたため、数多ある谷崎作品の映画化には十分に論及できなかった。

谷崎が映画から離れたのは昭和初期の映画界の状況に要因があるとみ

られるが、その検証も余地を残す。これらを主な課題として、今後も谷崎

と映画に関する研究を進めていきたい。 
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